
福島県須賀川市藤沼湖決壊について
東北大学による東日本大震災1ヶ月後緊急報告会
4月13日 （水） トラストシティ カンファレンス・仙台

藤沼湖

滝地区

決壊位置

国土地理院 空中写真 CTO-76-27_c2c_10 より

福島大学 川越清樹
東北大学 風間 聡

福島大学 横尾善之
東北大学 小野桂介



藤沼湖 位置図

須賀川市

・水 系： 阿武隈川支流江花川
・ダム形式： アースフィルダム
・堤 高： 18.5m
・貯水容量： 1,504,000m3

・流域面積： 8.8km2

・湛水面積： 20ha

長年水不足に苦しんでいた旧長沼・桙
衝・稲田の1町2村の住民により主に人

力で築堤．以降，追加対策有り．

・着 工： 1937年
・竣 工： 1949年
・用 途： 灌漑(856haの水田に供給)

① 藤沼湖(ダム)の概要

ダム便覧2011 http://damnet.or.jp/Dambinran/binran/TopIndex.html より



Geo

[地質状況]

[震度分布]

震度データ：気象庁，地質データ：20万分の1土地分類基本調査より

 震央との関連性も
あるが，相対的に中通
り南部は震度が大きく
認められる傾向有．
 地質状況より流紋
岩と第三紀の境界部は
震度大の傾向有．
 報道は少ないが，
流紋岩の岩盤崩落が
多数認められている．

② 地震時の震度

地震の状況と地質



③ 決壊状況(1)

①

②

③

① ダム破堤遠景

② ダム軸左岸側 (堤防形状残存)

③ ダム軸右岸側 (堤防形状無)



③ 決壊状況(2)

④

⑥
⑤

④ ダム下流側

⑤ ダム裏面護岸の流出

⑥ 流木，堆砂の状況



④ 特徴(1)

 長期にわたり施工，改良されたアースダムであり，層
理面が明瞭に残されている．

→地層同定により決壊過程が推測可能…

右岸側の破堤箇所の層理面 残存するダムの層理



④ 特徴(2)

 ダム湖内で侵食が複数個所で認められる．
→振動による波による影響…

方向の同定により決壊過程を推測可能…

① 侵食 ② 侵食

②

①



⑤ 被害状況(1)

① 表層土壌侵食による基岩露出

①

② 氾濫後(自衛隊により破損家屋撤去)

②

③

③ 決壊の氾濫による被災状況

④

⑤

⑥

⑦



④ 決壊の氾濫による被災状況 ⑤ 氾濫により土砂堆積

⑥ 約1km下流の橋梁部破損(流木による) ⑦ 約1km下流の橋梁部破損(流木による)

滝集落の被害： ７世帯で死者5人，行方不明者3名，家屋多数流出．



3/11 14:26

黒岩 1.60m(+0.44)
3/12 6:00(15h)

二本松
3.51m(+0.67)
3/12 2:00(11h)

本宮
3.51m(+0.65)
3/12 0:00(9h)

阿久津
0.99m(+0.82)
3/11 21:00(6h)

御代田
1.08m(+0.82)
3/11 19:00(4h)

須賀川
1.79m(+0.49)
3/11 19:00(4h)

西川
2.33m(+1.7)
3/11 18:00(3h)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

2011/3/10
0:00

2011/3/11
0:00

2011/3/12
0:00

2011/3/13
0:00

2011/3/14
0:00

2011/3/15
0:00

2011/3/16
0:00

Date

W
at

e
r 

le
ve

l(
m

)
黒岩

二本松

本宮

阿久津

御代田

須賀川

西川

小作田

赤沼

二本松

須賀川

黒岩

西川

本宮
小作田

御代田

阿久津赤沼

阿武隈川水位の概況

 水質関係は未確
認．
 江花川の水位も
未確認．
 土砂堆積状況も
未確認．

→引き続き確認へ

⑥ 下流域への影響

()は地震時(3/11 15:00)との差

地震時前は降水量がほとんど認
められていない．
→決壊の影響のみの水位変化

 釈迦堂川の西川観測所でも消
防団待機水位(2.7m)まで至らず．



⑦ その他

藤沼湖周辺もアースフィルによる
溜池が多く分布するが，現状のと
ころ大きな変状は認められてい
ない．

※ ただし，3月11日以降，須賀川市

～白河市は余震で大きな震度が認
められている．

藤沼湖

藤沼湖周辺の位置図

⑧ 今後

震災調査をすすめるとともに，引き続き決壊の発生機構，氾濫，被
害状況の調査を継続．

羽鳥湖付近の溜池


